
Ⅲ 飛 J烏地域の調査

第22図 石神遺跡 。飛鳥寺周辺調査位置図 (1:4000)
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1.石神遺跡第 3次 調査

(昭和58年 7月 ～昭和59年 2月 )

石神遺跡 については昭和56年 か ら継続 して調査 を進めてお り,本年度 は第 3

次調査 にあたる。第 1・ 2次調査では, 7世紀中葉 と後半代の 2時期の遺構群

が重複 していることが明 らか となった。 7世紀中葉 には複雑に屈折す る石組溝

と,周 囲に石敷 を伴 う掘立柱建物が造営 され, 7世 紀後半代 には中葉 の遺構 を

すべて廃棄 した後 に,石敷 を伴 う掘立柱建物 を改めて造営 してい ることが判切

している。後半代の造営は大規模 な整地 を伴 うものであ り, 7世紀中葉の遺跡

とは性格 を一変 したことを推定 してきたが,各 時期 の遺跡 の性格 についてはな

お不明な点が多 く残 されていた。

第 3次 調査 は第 1次調査区に西接す る水 田 (東 西約50m・ 南北約30m)に お

いて実施 した。第 1次調査では石組溝 2条 がさらに西へ延 びてい くことを確認

してお り,ま た,調査区の西端か ら明治35年 に須弥山石・ 石人像が出土 してい

るので, これ らを含む饗宴施設の検 出が期待 され た。 また,今回の調査地の西

南方 に隣接 して, 7世 紀中葉 の水時計遺構 が発見 され た史跡水落遺跡があり,

水落 。石神両遺跡 の関連 を知 る上で も絶好の地であった。

遺構 を検 出 した面 は東南方 に高 く,西北方へ向か って緩やかに下降しており,

調査区の両端での比高差 は約 90 cmを 測 る。調査地の現在 の水田面 は,第 1次調

査地 に比べ ると70 cmほ ど低 く造成 されている。そのため,特 に調査区内東南部

では本来の遺構面が削平 されている。検出 した遺構 は, 7世紀中葉 と後半代の

2時期 に大別 され,そ の他, これ らに先行す る遺構や 7世紀末頃の遺構がある。

なお,調査区の南辺 には,後世の自然流路が東西 に走 り,遺構 を大 き く損ねて

いる。以下,時期別 にまとめて遺構 の概要 を記す。

(1)7世 紀中葉の遺構

基壇 を伴 う掘立柱 の東西塀 S A 600,掘 立柱建物 2棟 S B 530・ 620,石 組

溝 S D 331・ 3320333・ 522,石 敷 S X 526・ 550。 700な どがある。また,

東西塀 S A 617,石敷 S X 611・ 613も この時期 に属す る可能性が高 い。
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掘立柱東西塀 S A 600は 調査区のほぼ中央に位置 し,東 西 19間 分 を確認 した

が,さ らに調査区外の東西 に延 びていると推定 され る。柱掘形 は一辺 1.8m前

後 と大 き く,深 さは約 2mに達す る。いずれの掘形にも径 36 clllほ どの柱痕跡が

残 ってお り,柱間寸法が 2.54m等間であったことがわか る。掘形 は地山面か

らうがつが,地形が低 い西辺部では一旦整地 した後 に掘 り込んでお り,整地土

の厚 さは調査区西端で約 10 cmで ある。柱 を据えた後 に基壇 を築成 している。 こ

の基壇土 は厚 さ 5 cm弱 の版築層か らなり,厚 さ15 cmほ どが残 る。基壇縁 には化

粧石 を並べ ていたと考え られ,南面で化粧石の据付掘形 と抜取穴 を検出 した。

基壇 の出は柱心か ら約 1.9mほ どとなる。なお,西 か ら3・ 5018番 目の計 3

個 の掘形 には柱抜取穴が重複 している。但 し, これは掘形の中程 まで約 lmを

掘 り下 げた段階で作業 を放棄 してお り, この深 さで柱 を切断 したもの と思われ

る。他の柱 はすべて基壇面の根元近 くで切断 したものと思われ る。後述する S

A560に伴 う第 2次基壇面か らも柱位置を観察す ることができたが, これは,

地下の柱が朽 ちてできた陥没穴である。

調査区東辺で検出 した S D 331・ 332は ,内 法幅 0,7m・ 深 さ 0.5mの 石組

溝である。第 1次調査で検 出 した南北石組溝 S D 330の 北端か ら西折す る溝の

延長部に当たり, S D 33と は約 7m西流 した後,再 び北折 して S D 332へ と繋

が る。 S D 332は 南北約22m分 を確認 し,さ らに,調査区外の北方 に続 いてい

る。幅 1.6～ 2.Omの掘形 に径 o.3～ 0.6mの 自然石 を立て並べて側石 とし,

底 には20 clll大 の河原石を敷き詰める。 この南北石組溝 S D 332は ,掘 立柱東西塀

S A 600の 東から数えて 2間 目の中央部を横切 っている。東西塀の基壇を貫通す る部

分では,溝 の側石掘形 に河原石 を詰め込み,堅固 な裏込め地業 を施 している。

なお, S D 332で は,底石が厚 さ約 10 cmの 砂の堆積層 を狭んで二重 に敷かれて

いる部分があ り,改修 されたことを示 している。上層底石 は,溝 の底 の堆積土

を残 したまま,当 初の底石 と同寸大の河原石を乱雑に敷いてお り,上面が下層

の底石面 ほど揃 っていない。 この改修 は側石 にも及んでお り,一部の側石は当

初の底石面か ら約 10 cmほ ど高い位置 に基底部が据え られている。

調査区北半部の遺構  掘立柱東西塀 S A 600以 北では,調査区東辺で検出 し
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た掘立柱建物 S B 620が ある。南北 3間 (7.6m),東 西 2間 (4.lm)の 総

柱建物で,西 側 には南北石組溝 S D 332が 隣接する。柱掘形規模は一辺約 1.3m,

深 さ約 1.lm。 廃絶時 には全ての柱が抜 き去 られている。柱 はいずれ も東側 に

抜かれてお り,抜取穴 はきれいな黄色粘上で埋め戻 されている。東側柱 の掘形

は,石 組溝掘形 と重複 してお り,総柱建物が先に造営 されているが,柱 の抜 き

取 り穴 は清 の掘形 よ り新 しく掘 られているので,両 者が同時に存在 していたこ

とは明 らかである。

東西掘立柱列 S A 617は 2間分 を確認 したにすぎず,建物であるか否か詳か

でない。但 し,西端の掘形 は総柱建物 S B 620の 西側柱筋 に揃 ってお り, SB

620と 同時期の可能性がある。なお, SA 617の 南 に接 して石敷 S X 613が あ

り,柱筋 か ら南へ約 1.7mの 位置 に東西方向の石列 S X 612を 据 えて見切 り石

としている。また, S X 612の 南 には S X 613よ りも10 cIIlほ ど低 い位置に石敷

S X 611を 設 けている。 S X 611・ 612・ 613は いずれ も部分的 に遺存す るだ

けであるが,建 物の四周 を取 り囲む一連の施設であった可能性 も考え られ る。

石敷 S X 700は 東西塀 S A 600よ り北の調査区の西辺部 にあ り,東 西14m,

南北13mを確認 した。調査区外の西・ 北方 にさらに広が っている。敷石 には20

cm大 のものか ら長径 lmに達するものまで大小の石が用い られてい る。総 じて ,

西北部 には大 きい石 を用 い,中程 には小 さい石 を敷 き詰めるなど,部分 によっ

て傾 向が異 なるが,明瞭 な境界 は認め られない。南辺では一部 に凝灰岩切石 を

敷いている。石敷上面 は自然地形の傾斜 に沿 って西北方へ緩やかに下降 し,西

北隅では勾配がやや強 くなる。比高差 は約 30 cmを 測 る。石敷の東端 は,東 に面

を揃えた南北方向の石列 S X 660を 設 け,見切 り石 としている。 この位置が東

西塀 S A 600の 西か ら 5番 目の柱筋 と一致することは注 目され る。 S X 660以

東 には,石 敷 と上面 を揃えてバ ラス敷が広がってお り,調 査区内のほば中央部

まで確認できた。 さらに東方 にも広が っていたもの と思われ る。石敷 およびバ

ラス敷 は南辺が後世 の溝で破壊 されているが,本来 は S A 600の 基壇 に取 り付

いていたもの と思われ る。石敷・ バ ラス敷 には,他 に何 らかの施設 を構えた形

跡はな く,広 大な広場 の状況 を呈 している。
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調査区南半部の遺構 掘立柱建物 S B 530は ,東 西11間 (30.6m),南 北 2間

(4.8m)の 長大な東西棟である。建物方位 は,北狽1柱 筋の北 5.9mに位置す

る東西塀 S A 600と 一致 している。柱掘形 は一辺 12～ 1.8m夕 深 さ約 1.3m

の大 きな もので,直径 30 cmほ どの柱痕跡が残 る。西妻柱掘形か らは 7世紀中葉

の上師器杯 Aの破片が出土 してお り,南 側柱の西か ら 5番 目の掘形 を壊 してい

る土壊 S K 518か らは 7世紀後葉 の上器が出土 している。

S B 530の 南 には石組溝 S D 333・ 522,石 敷 S X 526が ある。 S D 333は

内法幅 0.45mの 東西石組溝で,第 1次調査区内の西南隅で南北石組溝 S D330

に合流す ることが確認 されている。石敷 S X 526は S D 333に 南接 した位置に

ある。石敷面 と S D 333の 底石面 との比高差 20 clllが 溝 の深 さであったと思われ

る。溝底 の高 さは,自 然地形 とは逆 に,東 に向か ってやや低 くなり, S D 330

への取付部では深 さ45 cmを 測 る。 S D 330の底石面 は, S D 333よ りもさらに

25 cm低 く,段差がつけ られている。西方 は後世の上壊等で破壊 されてお り,ど

こまで延びていたかは明 らかでないが, S B 530の 南側柱心か ら溝心 まで 0.8

mの 間隔をおいて併走 しているので,建 物南側の雨落溝 としての機能 を担 った

ものとみ られ る。溝の掘形 は S B 530の 掘形 を一部壊 してお り,建 物の造営 に

引き続 いて溝が構築 されたことを示 している。南北石組溝 S D 522は ,石敷 SX

526と 一連 の遺構で,内 法幅60 cm,深 さ10 cmを 測 る。 S D 333に 取 り付いてい

たものであろう。

掘立柱建物 S B 530の 北側,東 西塀 S A 600の 基壇 との間の狭 い空閑地には,

礫敷 S X 555が 東西方向に広が っている。拳大の河原石 を乱雑に敷 き詰めたも

ので,一種の舗装 と考え られ る。

S B 530の 西側 には石敷 S X 550が ある①20 cm大 の河原石を用いてお り,東

に続 く礫敷 S X 555と 上面 を揃えている。石敷の北縁は S A 600の 基壇南端 に

及び,基壇側石の掘形 を覆 っていることか ら,基 壇完成後 に敷かれ たことがわ

か る。石敷の西南部 には台状 の地形 の高 まりS X 551が あ り,長 さ約 1.5mの

緩斜面の比高差は約 20 cmで ある。緩斜面 も石敷で覆われている。上面 は削平 さ

れてお り,ま た,南 部は自然流路で破壊 されているため,遺構 の性格 を窺い知
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る資料 を欠 いてい る。

(2)7世 紀後半代 の遺構

7世紀後半代の遺構は,中葉の遺構 をすべて廃棄 したあとに,厚 い盛土整地 を

行 なって造営 されている。 この時期 の遺構 には,基 壇 を伴 う掘立柱東西塀 SA

560,掘 立柱建物 S B 510・ 5200580,掘 立柱東西塀 S A 581,方 形石組遺

構 S X 540,素 掘 りの東西溝 S D 558が ある。

東西塀 S A 560は , 7世紀中葉 の東西塀 S A 600の 南約 1.lmに あ り,造 営

方位 と柱間寸法 (2.54m)は S A 600と 一致 している。掘形 は一辺約 lm・ 深

さ lmと ,S A 600に 比べて小 さく,柱痕跡 も小ぶ りである。掘形 は S A 600

の基壇 上面 か ら掘 り込 ん でお り,一部で S A 600の 掘形 と重複 し, これを壊

している。また,S A 560を 造営す る際に,S A 600の 基壇化粧石 はすべて抜

き取 られている。柱 を立てたあと, S A 600の基壇上 の上 にさらに20 cmほ ど積

上 して基壇 を嵩上げ している。発掘区の西端では基壇南縁の化粧石が 7個 残 っ

てお り,こ れは S A 600化 粧石 の位置 をほぼ踏襲 した位置 にある。南 に面 を揃

えて河原石 を一列 に並べ たもので,据 え付 け作業 は基壇築成後 に行なっている。

基壇 は高 さ20 cmほ どの低いものである。柱心か らの基壇 の出は,南 側で 0.8m,

北側 は基壇縁が破壊 されているが,基壇上の広が りか らみてこれよりは広いも

の と判断 され る。

東西塀 S A 560お よびその基壇が廃絶 した後,こ れ と同 じ位置 に掘立柱建物

S B 580と ,建物 に取 り付 く掘立柱塀 S A 581が 造営 され る。 S B 580は 桁行

5間 (12.8m),果 行 1間 (3.8m)の 東西棟で,東 北隅の柱か ら東へ掘立柱

塀 SA 581が 4間分延び る。柱間寸法 は S B 580。 S A 581と もに S A 560と

ほぼ一致す るが,方位 は S B 580。 S A 581の 方が西で北への偏れがやや大 き

い。なお, S B 580の南側柱筋 に沿 う位置に素掘 り溝 S D 558が ある。 これは

S A 560の 基壇 を壊 しているが,S B 580の 造営に先立 って設定 されている。

ご く短期間 に機能 していたもの と思われ るが,そ の性格は不明である。

東西塀 S A 560以 北では 7世紀後半代の遺構 は認め られない。 7世紀代中葉

の石敷 S X 700は 厚 さ10～ 20 cmの バ ラスによって覆われ,さ らにこの上を覆 っ
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た黄色上の整地層が部分的に残 っている。

S A 560以 南の調査区南半部では掘立柱建物 S B 510・ 520,方 形 の石組 S

X540な どがある。

掘立柱建物 S B 520は ,桁 行 5間 (9.9m)の 東西棟で,東 西塀 S A 560の

南 3mに 北側柱筋が位置する。自然流路 によって大 き く破壊 されているため ,

妻柱 は確認できなか ったが,梁行 2間 の身舎 に北庇 が付 く建物 と考え られ る。

身舎 の異行の長さは身舎が 2,7mで ,北庇 は 1.3mで ある。柱掘形 は一辺 1～

1.2m,深 さ 0.8mで ,径 30 cm前 後の柱痕跡が残 る。

掘立柱建物 S B 510は , S B 520の東妻柱筋か ら東 5.2mの位置にある南北

棟建物で,調 査区のさらに南 に延 び ると思われ る。身舎梁行 2間 (約 3m)で ,

東庇 (1.5m)が つ く。桁行は 2間 目の柱位置が後世 の東西溝 によって破壊 さ

れてい るため, 1間分 (約 1.7m)を確認 したにとどまる。 S B 510の 北妻柱

筋 は S B 520の 南側柱筋に一致 してお り,両者 は一連 の遺構 と考え ることがで

きる。そ うす ると, S B 510・ 520と もに身舎果行 と同 じ柱間寸法の庇が一方

につ くが,こ の庇 はいずれ も建物背面側 に設定 され たもの とみ られ る。

S B 520の 西側 には方形 の石組遺構 S X 540が ある。幅 04～ 09mの 自然

石 を立て並べて側石 とし,底 には拳大 の礫 を敷 き詰めている。内法幅は東西 3

m,南 北 3.2mと ほぼ正方形 を呈 し,深 さは 0.6mを測 る。側石 の掘形 は SB

530の柱掘形 ,お よび礫敷 S X 555を 破壊 して掘削 されてお り,き れいな黄色

粘土 を裏込め土 に して側石 を据えている。石組内の礫敷 もこの黄色粘上 の上 に

敷設 されたもので,礫 面上 には灰褐色 の粘上が堆積 していた。水 を溜 めた施設

とも考え られ るが,直 接 これに取 り付 く取水 または排水 の施設 は認められない。

廃絶後の埋土 は多量 の礫 を混えた粘質上であ り, 7世 紀中葉頃の土器や瓦が含

まれている。最上層 には瓦層が認め られ,瓦層 によ って石組遺構 は完全 に埋め

られている。

(3)そ の他 の遺構

7世紀中葉 の遺構 に先行するものに斜行溝 S D 575・ 576・ 577が ある。い

ずれ も幅 1～ 1.5m,深 さ 0.4～ 0.6mの素掘 りの溝で,東南か ら西北に向か
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って自然地形 に沿 って延 びている。いずれ も黄色粘 土 を混 え た上 で 埋 め戻 さ

れてお り,埋土中か らは瓦片が出土 している。流路の東南延長上 には飛鳥寺の

中心伽藍があ り,飛 鳥寺 の造営に前後す る時期 に機能 していたものと思われる。

その他, 7世紀中葉の石敷 S X 550や S X 613の 下層か らは,そ れに先行す る

柱掘形の存在が確認 されたが,遺構 の時期 。J性
格 を知 るには至 らなか った。

7世紀末頃の遺構 には,掘 立柱塀 S A 618・ 622・ 610・ 670,素 掘 り満 S

D605・ 621・ 347・ 640・ 590,井戸 S E 650の ほか,多 数の上壊 。小穴群

がある。

掘立柱塀 S A 670は ,調査区西北部で南北 7間分 (11.6m)を 確認 した。柱

間寸法 はやや不揃 いである。

東西清 S D 347・ 605は ,調査区外の東方か ら西流す る素掘 りの溝で,そ れ

ぞれ北折 して南北溝 S D 640・ 621に 連 なる。 S D 347の 西端か らは支流 SD

590が西へ延びている。

掘立柱塀 S A 610は S D 347の 北岸 に沿 う位置にあ る東西塀で, 8間分 (約

17m)を 確 認 した。 さらに調査 区外東方へ延びている。西端 は S D 347が 北

折 す る手前 で終 る。掘 立柱 塀 S A 622は S D 621の 西岸 に沿 う南北塀で, 4

間分 (約 9m)を 確認 した。溝の屈折点か ら始 まっていることか ら,SA610。

622は素掘 り溝 と併存 していたと思われ る。現状では,塀 の掘形 は素掘 り溝で

破壊 されているが,流路の肩が削 られて拡が った結果 とも理解で きる。掘立柱

塀 S A 618は S A 622の 東 3.9mに 位置す る南北塀で, 4間分 (約 6.5m)を

確認 した。南端 はやは りS D 605の 手前 で終 って い る。 S A 622と は柱間寸

法が異 なるが,一連 の施設であった可能性がある。 なお, S D 347・ 640の北

・ 東 には,そ れに併行す るように鍵 の手 に曲が る素掘 り溝 S D 322・ 630が あ

る。 S D 322は S D 605と 重複 してお り,そ れより新 しい。 S D 322の 埋土か

らは黒色土器が出土 してお り,平 安時代に降 る遺構 と考え られ る。

S E 650は 内法一辺長約 0。 9mの井籠組 の井戸である。深 さは約 2.8mで ,

上半部 は円形の抜取穴 を穿 って抜 き取 られてお り,下 2段分の枠板が残 る。井

戸埋上の中か らは多量 の上器が出上 した。甕類・壷類が多 く,杯類の少 ない傾
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向がある。須恵器杯蓋内面に身受 けのない ものが含 まれてい ることか ら,そ の

絶対年代は 7世紀末頃 とみ られ る。但 し,そ の開削年代 はもう少 し遡 る可能性

がある。

なお,調査区北半部および南辺部 には多数の小穴群や土壊があ り, 7世紀末

頃の上器が出土 している。 このあたりには,焼土や炭,そ れに 7世紀末頃の多

量 の上器 を含む包含層が広がってお り,遺構の一部 は同様 の土で埋め られてい

る。また,発掘区の西半では東西塀 S A 600お よび S A 560の 基壇北半が, こ

の時期の上壊群 によって破壊 されていることが確認 された。 S D 310は 調査区

の南半部 を東西に流れ る自然流路で,幅 は広 い部分で 10m近 くに及び,深 さは

周囲の遺構面か ら 1.5mを 測 る。 この流路は調査区内の諸遺構が廃絶 された後

に通 じた もので あ る こ とは明 らかであるが,そ れがいつの時期の ことである

のか詳かではない。流路の埋上の中には比較的多量 の上器片や瓦片が含 まれて

いるが,そ の中に平安時代 に属す る黒色土器がみ とめ られ るので,少 な くとも

その時期 に存在 していたことは確かである。

(4)遺 物

調査区全域か ら整理箱 200箱 に余 る多量 の土器が出上 したほか,瓦類,砥石

などの石製品,鉄釘・ カスガイ 。鉄鏃などの金属製品,円 面硯 。風字硯・ 土馬

などの上製品,フ イゴの羽口・鉄滓 など鍛冶に関わ る遺物等が出土 した。また,

検 出 した遺構 とは直接関わ らない 6世紀以前 の遺物 も縄文式上器 ,弥生式土器 ,

古式上師器 ,製 塩土器のほか,石 鏃 。石庖丁,埴輪片,管玉,ガ ラス小玉 など

がある。 これ らの遺物 はいずれ も整理途中であ り,こ こではその一部 について

おゝれてお く。

土器類 には土師器,須恵器のほかに黒色土器,施釉陶器がわずかにある。土

師器 。須恵器では,調査区中程の南北溝 S D 640や 土壊 S K641,調 査区南端

の上壊 S K 518,お よび東西塀基壇 をこわす土壊群か ら出上 した 7世紀末に属

す る大量 の上 師器 が注 目 され る。また,調査区西北部の石敷 S X 700を 覆 う

土層か ら炭化物,焼土 とともに出上 した土器群 は, 7世 紀中葉か ら後葉 にかけ

ての上器であ り,間 層 を介 して石敷直上 には 7世紀中葉 の上器が散見 され るな
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ど,遺構 の廃絶時期やその後の遺跡の性格を理解す る上で大 いに注 目すべ き内

容を含んでいる。なお,瓦器がほとん ど出土 していない点や,黒色土器等 も主

に自然流路 に含 まれたもので,明確 な遺構 に伴わない点で第 102次 調査区 と

対照的である。

図示 した土器群は調査区南端の上墳 S K 518と 中程 の井戸 S E 650出 上の土

ξ
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第24図  SK518。 S E 650出 土土器 I(1:4)
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器である。 S K 518出 土土器 (第 24図 2～ 13)は ,土 師器杯 A,杯 Cの径高指

数がそれぞれ27～ 30,20～ 25の 幅をもってお り,飛鳥地域土器編年 に照 らす と

そのⅣ～ V段階に相当す る。須恵器蓋にも身受 けの返 りの有無があり,土 師器

と同傾向を示 している。また,井戸 S E 650出 土土器 (第 24図 1・ 14・ 15,第 25図 )

は,土師器甕類,須恵器壷類が多 く,杯類 の少 ない特色がみ られ るが,年 代的

には S K 518と 同様であって土装 の開削 と井戸廃絶の時期 の近 いことが知 られ

る。東西塀の北ばか りでな く,南 において も, 7世紀末 を中心 とす る時期 に大

規模 な改作 の行 なわれ たことを示す もの として重要である。

金属製品では,砥石・ フイゴの羽 口・ 鉱滓等が焼土 とともに出土 し,金属製

品の加工が行 なわれた時期 の存在 を示す こと,あ るいは,鉄釘 のほかに鉄鏃が

出上 していることも遺構 の性格と関わ り,注 目すべ きものである。

瓦は溝 。自然流路 S D 310・ 包含層等か ら出上 している。軒瓦は総数47点 が

出上 した。軒瓦の大半 は 7世紀前半代のものであるが, 7世紀後半 (川 原寺同

絶品)の もの と奈良時代 (飛 鳥寺同絶)の ものが少量であるが認め られ る。 し

か し,量 的にみて調査区内に瓦葺 きの建物が存在 したとは考え られない。 7世

紀前半代の瓦の中で,飛鳥寺創建時の単弁10弁 の軒丸瓦が出土す ることは飛鳥

寺 に近接す ることか ら当然のことと考えられる。 しかし, 7世 紀前半代 の瓦で量

的に多いのは単弁 8弁 の,現在 まで飛鳥寺で出土 していない軒丸瓦である。いわ

ゆる角端点珠 のこの軒丸瓦 は中房 の蓮子が 1+4の 配置で,奥 山久米寺出上 の

軒丸瓦 と酷似するが,中房 の大 きさ等 が異 なり,異絶 とみなさざるを得 ない。

今後 ,こ の軒丸瓦が飛鳥寺 内のどの地域で,あ る

いは他のいずれかの寺院で使用 され たかを追及す

る必要があろう。なお,こ の単弁 8弁軒丸瓦 は大

半が S D 531・ 524・ 557か ら出上 している。

(5)ま とめ

今回の調査で検 出 した主要 な遺構 は, 7世紀中

葉 の遺構群 と, 7世紀後半の遺構群 とに大別でき

る。第 1・ 2次 調査の成果 と同様 に,そ の間に遺
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跡 の性格が一変 していることがさらに明確 にな った。

検 出 した遺構 の中で特 に注 目され るのは, 7世紀中葉 の東西塀 S A 600と ,

後半の東西塀 S A 560と である。東西塀 S A 600は ,東・ 西の延長部が未確認

であ り,南北いずれに折れ るのかの確認 を待 たねばその性格を確定できない。

しか しなが ら,当遺跡 の西南 に接 して,同 時期 の造営にかかる水落遺跡があり,

漏刻建物 とその付属建物の存在が確認 されている。今回検 出 した長大 な建物 S

B530も ,こ れ らの建物群 と一連の施設 と思われ,東 西塀 S A 600は 水落遺跡

の一画の北側 を閉 す施設 で あ る可 能 性 が強 い。また,第 1次調査区で検 出 し

た須弥山石の倒壊位置は,こ の東西塀の北側に当 ってお り,塀 の北に広が る石

石 神 遺 跡

落 遺
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l―

石神遺跡・水落遺跡主要遺構配置図 (1:1000)
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敷やバ ラス敷 は須弥山石 を含 めた饗宴 の場に関連 した施設 に相当す るものであ

ろうか。 このように飛鳥寺 の西の広場 は,用途 によってい くつかの区画に分 け

られていたことが推定 され るわけだが, これは今次調査の特筆すべ き成果の一

つ といえよう。

7世紀後半 に改めて造営された東西塀 S A 560は ,第 1次調査で検 出 した掘立

柱建物 S B 325の 南側柱筋およびそこか ら東 に延 びる掘立柱塀 S A 305と 柱筋

が一致 している。 S B 325以 西では,昭和11年 の発掘 と自然流路 によって破壊

されていたために柱穴 を確認できなか ったが,一連 の塀が続 いていたと考えて

間違 いない。但 し,S B 325お よび S A 305の 柱間は 22m等 間で, S A 560

とは異 なるので,こ の間 にさらに別 の施設が取 り付 いていた可能性 は残 る。塀

S A 560は 第 1次調査 の S A 305と 併せて東西総長約80mを 確認 したことにな

り,既調査地外の東西にさらに延びているとみられる。第 1次調査地の東側には東西

約 100mに わたって細長い水田の区画があり,そ の北側 の畦畔 の位置は,ほ ぼ この

塀 の延長線上 に位置す ることに注 目 しておきたい。 このよ うに,塀 は飛鳥盆地

の中央部 を東西 に横断 していた可能性が極めて強い。また,こ の塀は飛鳥寺の寺域

北限を画す る東西塀か ら約 10m余 り北 に設 け られてお り,塀 の北方 に重要 な施

設があって,そ の南限 を画す る大垣 の施設 にあたるもの と思われ る。その時期

が 7世紀後半で も中頃 と推定 され ることは重要である。飛鳥寺北方一帯 は早 く

か ら天武天皇 の飛鳥浄御原宮跡 の有力 な推定地 とされてきた。 また近年,飛鳥

寺 の南方 に所在す る飛鳥板蓋宮伝承地の上層遺構 を飛鳥浄御原宮跡 に比定す る

説 も提示 されてい る。東西塀北方 の広大 な一画の性格 を巡 っては,今後両遺跡

を念頭 に入れて論議が進め られなければな らない。 なお,飛鳥寺 の北面大垣 と

この東西塀 との間 に予想 され る東西 に長い空閑地 については,『 日本書紀』巻

28に 記 された壬申の乱 の記事にみえ る「飛鳥寺北路」 との関連が注 目されるが,

飛鳥寺以西では掘立柱建物 などの造営が行 なわれているか ら,そ のまま道路が

直進 していたとは考え られない。いずれにせよ,東西塀 は両時期 ともにほば同

一位置 を踏襲 してお り, 7世紀代の飛鳥 を理解す る上で重要 な鍵 を握 っている

と言 うことができよ う。
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2.石神遺跡南方の調査

(昭 和58年 8月 ～ 9月 )

調査地は石神遺跡 の南方 ,約 70mを 隔て た宅地であ る(第 22図 一 B)。 離れ ,

および農小屋の建設 に伴 う事前調査 として実施 したもので,幅 lmの トレンチ

を東西 に 2本 設定 した。基本的な層序 は,上か ら表土 。旧水 田耕土 。床土・ バ

ラス混 り暗灰褐色上 の順で,そ の下が遺構面 となる。

東 トレンチ (幅 lm。 長 さ 6m)で は,現 地表下約 1.lmで 石敷 S X 506を

検 出 した。比較的丸みを帯 びた30 cm大 の河原石 を平坦 に敷 き詰めたものである。

目地 の間隔 は粗 く,中 に平瓦片 を混え る。石敷面 は東方 に向か って緩やかに下

降 し, トレンチ東西 6mの間での比高差 は約 10 clllで ある。

西 トレンチは東 トレンチか ら5.5mの 間隔 をおいて設定 した (幅 lm。 長 さ

4m)。  ここでは石敷 は認め られなか った。バ ラス混 り暗灰褐色上の下層 には

遺物 を含 まないきれいな黄色粘質土面が広が ってお り,土壊 S K 507を 検出 し

た。 この黄色粘質土層 は厚 さ約 60 cmに および,そ の上面 は石敷面 よ り約 20 cn高

い。東 トレンチとは遺構 の状況が異 なり,そ の間を調査できなか ったことが惜

しまれ るが,石敷面が 自然地形 に反 して東方 に下降す る事実 と併せて,黄色粘

質上が基壇 の一部であった可能性 も考え られ る。

なお東 トレンチで検 出 した石敷の東端か ら飛鳥寺 の西面大垣想定線 までは約

20mを 隔てている。飛鳥寺 の西方では,大垣の西約25mの 位置に南北溝があ り

今回調査区の南約40mま で北流す ることが これ までの調査で確認 されている。

西 トレンチはその北への延長線上 に位置 しているが,南北溝はここまで延びて

いないことが明 らか となった。
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3。 (飛鳥地域)そ の他の調査概要

a.石神遺跡北方 (A地点 )の 調査

(昭和58年 5月 )

この調査 は明日香村飛鳥 において,農道改修工事 に伴 う立会調査 として実施

したものである。施工地 は飛鳥寺寺域北西端か ら約 100mの地点 を南端 とす る

南北約 190mの 範囲で,北端 は県道橿原神宮東 口停 車 場 。飛 鳥線 ,い わ ゆ る

「山田道 」に至 る。工事は幅 lmの トレンチを掘削 して行 なわれ,現地表下40

～50 cmで ,黄 褐色粘土か らなる地山面 に達す る。工事地の南端付近で一辺 lm

ほどの比較的大 きな柱穴 を 3ケ 所確認 したが,相 互 の関連 については判然 とし

ない。地山面上の堆積土 には弥生式上器 , 5世紀代 。7世紀代 に属す る土器片

が包含 され,ま た瓦が少量ではあるが出土 した。

b.飛 鳥寺周辺 の調査 (調 査位置 は38頁 第22図 参照 )

i 飛鳥寺講堂北方 (C地点 )の 調査

(昭和58年 4月 )

この調査 は明日香村飛鳥の集落内に所在す る浄土真宗法満寺の庫裡改築 に伴

うものである。調査地 は飛鳥寺 の旧寺域内にあた り,飛鳥寺講堂跡 の北北東約

100m,飛 鳥寺北面大垣 の南約60mに 位置す る。調査 は南北12m,東 西 1.4mの

168ど を対象 として行 ない, 8世紀以降の柱穴や溝 ,中 世の溝,近世 の土葬墓

群 などの存在が明 らかになった。遺構の大半は,現地表下 0.6mの茶褐色整地

上層上面で検 出 した。最 も新 しい遺構 は,径 1.5m前 後 の不整円形 ない しは隅

丸方形 を呈す る 4つ の上壊で,そ の うちの一つには,直径約 lmの 曲物の基底

部が遺存 していた。 これを座棺 とすれば,こ れ らの上壊 は近世以降法満寺境 内

に営 まれた土葬墓群である可能性が強い。 これ と同 じ遺構面で検 出 した遺構 に

は東西にのびる幅 0.4m程 の素掘 り溝や,近世の上葬墓 によって寸断 された ,

西北方向に斜行す る幅 3～ 4mの溝がある。いずれ も埋土 には 7～ 8世紀の上
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器や丸 。平瓦片が含 まれていた。上記の遺構群 よリー層下 の明茶 褐色土層上面

では,調査区のほぼ中央で一辺 lmの方形の柱掘形 を検 出 した。掘形 内には径

25 cmの 柱痕跡がみ とめ られ,埋土か ら, 7～ 8世紀 の上器や, 8世 紀以前の特

徴 を示す丸 。平瓦が出土 した。調査範囲が限 られているため,遺構 の性格 は明

らかに しが たいが,東 西方向の塀の一部 をなす もの とみ ることができる。

it 飛鳥寺寺域東部 (D地点 )の 調査

(昭和58年 5月 )

この調査 は農道改修工事 に伴 う事前調査 として,明 日香村飛鳥 において行 な

った。調査 地 は飛 鳥 寺 東 回廊 の東70～ 80mに 位置 し,旧 寺域内にある。調査

は工事予定地 に沿 って,東西 0.8m幅 の トレンチを南北 175mに わたり設定 し

て実施 した。水 田耕土 ,床上 の下の現地表下 lm程 の位置で,ほ ぼ南北方向に

走 る溝の西岸 を検 出 した。調査範囲が限 られているため,溝 の規模 を明 らかに

しがたいが,深 さは60 cm以 上あ り,調 査区の東側 に向ってさらに深 くなってい

る。溝埋上である青灰色砂層には,7世紀代か ら平安時代 にわたる飛鳥寺所用瓦

が多量 に含 まれていた。

iii 飛鳥寺寺域東部 (E地点 )の調査

(昭和58年 7月 )

この調査 は,住 宅改築 に伴 う事前調査 として,明 日香村飛鳥で行 なったもの

である。調査地 は飛鳥寺塔跡 のほぼ真東 120mに あり,東 西 2町 と推定 されて

いる旧寺域 内の東辺部に近い。調査 は南北 4.2m,東 西 1.3mの 5.5だ について

実施 した。調査対象地 は宅地の中にあ り,地表下 1.lmで 花南岩の風化 した地

山層 に至 る。地山面 は南か ら北へ緩 く傾斜 してお り,調査区内では北端が南端

よりも約 25 cm低 い。 この傾斜 は現地形 に対応 してい る。地山直上の上層 には瓦

片が少量混在 してお り,そ の上の土層 には,特 に下半部 に多量の瓦片が集中 し

ている。本来 ,瓦 敷面 を形成 していた可能性があ るが,部分的に遺存す るだけ

で,確証はない。
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iV 飛 鳥寺 北回廊 (F地点 )の 調査

(昭和58年 10月 )

この調査 は車庫新築 に伴 う事前調査 と して,明 日香村飛 鳥 で行 な った。調査

地 は現安 居 院 の西 北20mに あ り,発掘 調査 を通 じてすで にその所在 が明 らか に

され て い る飛 鳥寺 北 回 廊 位 置 に あ た る。 調 査 は南 北 2.4m・ 東 西 2.lmの 5

だにつ いて実施 した。調査地 は宅地 内 にあ り,地表下 120 cmで 黄灰褐色 を呈 す

る粘質土面 に至 る。 この土層 は厚 い箇 所 で は40 cmを 測 り,北 回 廊 の基 壇 土 と

み られ る。 ただ し,後世 の地下 げや土 壊掘削 によ り,か な り破壊 され てい る。

V 飛 鳥寺寺域 西方 (G地 点 )の 調査

(昭和58年 11月 )

この調査 は車庫改築 に伴 う事前調査 として明 日香村飛鳥で行 なった。調査地

は飛鳥寺西面大垣 の西 100mに あ り,飛鳥寺伽藍中枢部の西北方向にあたる。

また西 に約70mで飛鳥川河川敷 に至 る。調査 は東西 5m。 南北 1.5mの 7.5∬

を対象 とした。現地表下 1.lmに ,径 10～ 30 cmの 河原石の散乱面 を検 出 した。

これは調査 区のほぼ全面 にひろが り,石 の間には瓦が狭 まれていた。かつて石

敷面が形成 されていたことを示す ものか もしれない。 この層 よ り下位 には砂層

や粗砂層が堆積 してお り,乙 こが河川の氾濫原であったことを物語 っている。

c 川原寺西方の調査

(昭和58年 11月 )

この調査 は住宅新築 に伴 う事前調査 として,明 日香村川原 において行 なった

ものである。調査地 は史跡川原寺塔跡 の西 350mに あり,川 原寺背後の丘陵の

南麓 に位置す る。調査 は東西 2me南 北 2mの範囲を対象 とした。調査区の北

半部 は現地表下 50 cmで 茶褐色粘質上 の地山面 とな り,地 山面は南半部で南 に強

く傾斜 し,南 端では地表下 120 cmを 測 る。地山面上 に堆積 した土層中には近世

以後の遺物が含 まれてお り,当 初その存在 の可能性が想定 されていた条里遺構

あるいは川原寺 に関連す る遺構 は,すで に削 られて しまったもの とみ られ る。
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